
1 

 

 

 

令和元年度 石巻市中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告 

令和２年６月 

石巻市（宮城県） 

全体総括 

○計画期間：平成 27年１月～令和２年３月（５年３月） 

１．計画期間終了後の市街地の概況 

本市は、平成 27 年１月に国の認定を受けた「石巻市中心市街地活性化基本計画」に基づ

き、目指す「まち」の姿「彩り豊かな食と歴史が薫る川辺のまち」の実現に向け、定住人口と交

流人口の増加を目標に、東日本大震災で甚大な被害を受けた中心市街地で、復興事業を中

心とした全７０事業を展開し、都市機能の回復及び更なる活性化に取り組んだ。 

定住人口は、「市街地再開発事業」や「復興公営住宅整備事業」の完了により、住宅の供給

や商業施設の整備が進み、基準値を超える結果となったが、目標値は達成できていない。計

画期間中に完了予定であった複数の「優良建築物等整備事業」が完了しておらず想定してい

た戸数の住宅が供給されていない点や、住民基本台帳上では転出や転居が非常に多いもの

の目立った空き家の増加が見られないことから、震災直後に中心市街地から住民票を移さず

に避難した市民が、本計画の期間中に住民票を避難先へ移した事例が数多くある可能性など

が原因として考えられる。 

 交流人口は、「かわまち交流拠点整備事業」により平成 29 年６月に川沿いエリアに整備され

た「いしのまき元気いちば」と、石ノ森章太郎先生の作品を中心としたマンガミュージアムである

「石ノ森萬画館」の２施設の利用者数の合計が目標値を大きく超える結果となり、近年の中心

市街地には無かった大きな賑わいの創出に成功している。一方で、歩行者・自転車通行量は

基準値を超える結果ではあるが目標値を下回っており、主要な観光施設から街なか全体への

賑わいの波及が課題となっている。 

 

 
【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】         （基準日：毎年度３月３１日） 

（中心市街地

区域） 

平成 25年度

(計画前年度) 

平成 26年度

(１年目) 

平成 27年度

(２年目) 

平成 28年度

(３年目) 

平成 29年度

(４年目) 

平成 30年度

(５年目) 

令和元年度

(最終年度) 

人口 2,777 人 2,718 人 2,882 人 3,067 人 2,967 人 2,872 人 2,878 人 

人口増減数※ △28 △59 164 人 185 人 △100 人 △95 人 6 人 

自然増減数 
（データ抽出 

不可） 

（データ抽出 

不可） 
△36 △35 △29 △43 △42 

社会増減数 
（データ抽出 

不可） 

（データ抽出 

不可） 
194 218 △66 △49 50 

転入者数 
（データ抽出 

不可） 

（データ抽出 

不可） 
90 95 51 51 69 

 ※システムの都合上、人口増減数は各年度の年度末の人口の差を表し、自然増減数及び社会増減数はそ

の年度内の増減を表しており、3月 31日～4月 1日の変化が計上できないため、自然増減数及び社会

増減数の和と人口増減数が一致しておりません。 
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２． 計画した事業等は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られた

か。（個別指標ごとではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

  【進捗・完了状況】 
① 概ね順調に進捗・完了した    ②順調に進捗したとはいえない 

 

  

 【活性化状況】 
   ①かなり活性化が図られた 

   ②若干の活性化が図られた 

   ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

   ④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

 

３．進捗状況及び活性化状況の詳細とその理由（２．における選択肢の理由） 

 計画に位置付けた７０事業のうち２１事業が完了、４５事業は計画通りに進捗した。復興事業

を中心に、計画の変更や調整等に時間を要したことで進捗が遅れた４事業についても、すべて

今年度中には完了予定であり、未着手の事業は０であることから、計画全体としては概ね順調

に進捗・完了したと考える。 

 「中心市街地における定住人口」は、基準値は上回ったものの最新値は２，８７８人で目標値

の３，８１２人を大きく下回った。しかし、急速な少子高齢化の進行に伴う自然減少の増加によ

る市全体の人口減少傾向（Ｈ２５．９末：151,068 人→Ｒ１．９末：143,047 人 《－５．３％》）に反

した増加《＋３．６％》であり、計画の効果が表れている。 

「２施設の利用者数」は目標値を超える結果であり、市全体の観光客数の増加傾向（Ｈ２５：

2,238,988 人→Ｒ１：4,047,045 人 《１．８倍》）を更に大きく上回る増加（Ｈ２５：806,460 人→Ｒ１：

1,978,203 人 《２．５倍》）となっており、計画に位置付けられた「かわまち交流拠点整備事業」

や「石ノ森萬画館実施事業」等の取り組みによって、中心市街地に新たな賑わいを生むことに

成功している。 

「歩行者・自転車通行量」は、基準値は上回ったものの最新値は 15,779 人で目標値の

16,950 人を下回っている。「歩行者・自転車通行量」の計測値は計１２地点の合計値であるが、

その１２地点から除外している「いしのまき元気いちば」周辺地点の値は、平日で６．１倍（Ｈ２

６：２８０人→Ｒ１：１，７１２人）、休日は１６．５倍（Ｈ２６：２２４人→Ｒ１：３，７０３人）と急激な増加

を見せているため、主要な観光施設から周辺商店街等への賑わいの波及や、中心市街地全

域の回遊性の向上を図る必要がある。 

こうした状況を勘案し、一部に課題を残しているが、本計画によって中心市街地においては

若干の活性化が図られたと考える。 

 

 

４．中心市街地活性化基本計画の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

 【活性化状況】 
   ①かなり活性化が図られた 

   ②若干の活性化が図られた 

   ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

   ④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 
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【詳細を記載】 
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５．市民意識の変化 

【活性化状況】 
①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

【詳細を記載】 

 令和元年度に行った「市民意識調査」の結果によると、中心市街地へ出かける（利用する）頻

度や中心市街地へ居住することへの興味が、前回調査と比較してある程度向上していること

から、市民意識の変化としても若干の活性化が図られたと考える。 

 

○調査概要 

・令和元年度 市民意識調査 

調査対象者 市内に居住する無作為抽出した満１８歳以上の男女２，７００人 

抽出方法 令和元年５月 31 日現在の住民基本台帳から各地区、年齢及び男女別 の人

口比率に基づき無作為抽出 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和元年７月５日～７月 26日 

回収数 １，１１５件（回収率４１．３％） 

 

・平成 21年度 市民意識調査（前回調査） 

調査対象者 市内に居住する無作為抽出した満２０歳以上の男女２，５００人及び市政          

モニター６０人 

抽出方法 平成 21 年６月 30 日現在の住民基本台帳から各地区、年齢及び男女別の          

人口比率に基づき無作為抽出 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 平成 21年８月１日～８月 14日 

回収数 １，０１６件（回収率３９．６％） 

 

 

○石巻市中心市街地へ出かける（利用する）頻度 

・「週 1回以上」 

前回：２８．９％ → 今回：３０．７％ ⇒ ＋１．８％ 

・「ほとんど行かない」+「年に１回程度」 

前回：４２．６％ → 今回：３７．７％ ⇒ －４．９％ 

 

（令和元年度調査） 

 
 

8.5 %

6.8 %

15.4 %

29.7 %

12.3 %

25.4 %

1.9 %

ほぼ毎日

２～３日に１回

週に１回程度

月に１回程度

年に１回程度

ほとんど行かない

無記入
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（平成 21 年度調査（前回調査）） 

 
 

 

○中心市街地に居住することへの興味 

・「（条件が合えば）住んでみたい」 

前回：２０．２％ → 今回：２２．７％ ⇒ ＋２．５％ 

・「条件にかかわらず住みたいとは思わない」 

前回：７４．０％ → 今回：６６．１％ ⇒ －７．９％ 

 

（令和元年度調査） 

 
 

（平成 21 年度調査（前回調査）） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.9! %

15.8! %

66.1! %

11.2! %

ぜひ住んでみたい

（現在、住んでいる方も含めて）

今後、生活にかかわる施設等の

整備がなされれば住んでみたい

条件にかかわらず

住みたいとは思わない

無記入
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６．今後の取組 

 本計画に位置付けられた各種事業は概ね予定通りに進捗・完了し、これらの取り組みによっ

て、設定した３件の目標指標はすべて基準値を上回る結果となった。しかし、３件の目標指標

のうち目標値を上回ったのは「２施設の利用者数」の１件のみである点や、事業効果で生まれ

た賑わいを中心市街地全体に波及しきれていない点、市民意識調査の結果が向上はしている

ものの依然として否定的・消極的な意見も目立つ点などから、更なる活性化に向けた一層の取

り組みが必要という認識のもと、令和２年３月 30 日に、新たな計画である第３期石巻市中心市

街地活性化基本計画の認定を受けたところである。 

 第３期石巻市中心市街地活性化基本計画は、復興事業によりハード整備が概ね完了した中

心市街地において、完成した施設の有効活用に係る事業等のソフト面を中心とした計画となっ

ており、本計画で得られた成果を活かしながらＰＤＣＡサイクルを継続することで、残存する課

題について解決を図るとともに、更なる活性化に向けて取り組むものである。 

 

 
 

（参考） 

各目標の達成状況 

目標 目標指標 基準値 目標値 
（参考） 

目標の 80％ 
最新値 達成 

状況 （数値） （年月） 

定住人口 
の増加 

中心市街

地における

定住人口 

2,777人 

（H25） 

3,812人 

（H31） 

3,605人 

（R1） 
2,878人 R2.3 b2 

交流人口 

の増加 

２施設の 

利用者数 

241,208人 

（H25） 

1,241,200

人 

（H31） 

1,041,202人 

（R1） 

1,434,560人 

（716,203人）※ 
R1 A 

交流人口 
の増加 

歩行者・自

転車通行量 

15,002人 

（H25） 

16,950人 

（H31） 

16,560人 

（R1） 
15,779人 R1.10 B2 

※２施設の利用者数について、H30より積算方法変更（下段は既存の積算方法による） 

 

注）達成状況欄 （注：小文字のａ、ｂ1、b2、ｃは下線を引いて下さい） 

Ａ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。さらに、最新の実績でも目標値を超えることができた。） 

ａ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値を超えることができた。） 

Ｂ1（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。また、最新の実績では目標値の 80％を達成。） 

Ｂ2（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値の 80％には及ばず。） 

ｂ1（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値の 80％を達成。） 

ｂ2（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値の 80％には及ばず。） 

Ｃ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 

ｃ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値および基準値にも及ばな

かった。） 
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個別目標 

「中心市街地における定住人口」※目標設定の考え方認定基本計画 P.63～P.66参照 
 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：住民基本台帳 

※調 査 月：毎年度３月末日 

※調査主体：石巻市 

※調査対象：中心市街地に居住する人数 

 

 

２．目標の達成状況【ｂ２】 

中心市街地における定住人口の増加に向けた事業については、「市街地再開発事業」は

予定通り進捗・完了したものの「優良建築物等整備事業」は計画の変更や調整等に時間を

要したことで複数の事業が完了しておらず、想定していた戸数の住宅が供給されていない

ことにより、計画当初に見込んでいた効果が得られなかった。 

 事業完了により住居が提供された年度は社会増減数が大幅にプラスになるため、増加傾

向にある自然減少分を差し引いても定住人口は増加するが、それ以外の年度では社会増減

数もマイナスとなり、定住人口は１００名程度減少した。その結果、基準値は超えたもの

の目標値を大きく下回る結果となったため、達成状況はｂ２とした。 

 

 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．市街地再開発事業（民間事業者、市） 

事業実施期間 平成 24年度～平成 30年度【済】 

[認定基本計画：平成 24年度～] 

事業概要 被災市街地において、商業施設や住宅等の複合施設を建設す

るとともに、屋外空間の一体整備を行う再開発事業者に対して補

助金を交付し、再開発事業を支援する。 

国の支援措置名及

び支援期間 

[支援措置] 

① 復興交付金（市街地再開発事業・基幹事業）（国土交通省） 

② 社会資本整備総合交付金（都市・地域再生緊急促進事業）

（国土交通省） 

[支援期間] 

年 （人） 

H16 3,467人 

H19 3,236人 

H22 2,985人 

H25 2,777人 

（基準年値） 

H26 2,718人 

H27 2,882人 

H28 3,068人 

H29 2,967人 

H30 2,872人 

R1 2,878人 

R1 3,812人 

（目標値）  

3,467 
3,236 

2,985 
2,777 2,718 

2,882 
3,068 2,967 2,872 2,878 

3,812 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H16 H19 H22 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R1

（人）
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事業により異なる 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

３８０人 

※本事業を含めた復興公営住宅事業による目標値 

[最新値] 

３１６人 目標未達成 

達成した（出来なか

った）理由 

整備戸数（２０１戸）の整備は完了したが、再建方法の変更等で

入居に至らなかったケースや単身入居率が高いことなどから目

標値に達成しなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果） 

被災者の再建先としての復興公営住宅事業の目的は達成され

た。 

事業の今後につい

て 

住宅に困窮する低額所得者に対して、一般募集により入居を進

めていく。（平成 31年 3月より一般募集開始済） 

 

②．優良建築物等整備事業（民間事業者） 

事業実施期間 平成 25年度～【実施中】 

事業概要 被災した建築物の建替え事業に補助を行うことにより、市街地環

境の改善と防災力の向上を図り、災害に強いまちづくりと震災復

興を推進する。 

国の支援措置名及

び支援期間 

[支援措置]  

復興交付金（優良建築物等整備事業・基幹事業）（国土交通省） 

防災・省エネまちづくり緊急促進事業（国土交通省） 

[支援期間] 

事業により異なる（※事業数：６件） 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値]  

８１１人 

※本事業を含めた民間分譲住宅整備による目標値 

[最新値] 

民間分譲住宅であり入居者数の把握は困難 

 

※参考 

戸数見込み：３２７戸 

戸数最新値：２０２戸（優建６８＋再開発１３４） 

（目標未達成見込み） 

達成した（出来なか

った）理由 

計画の変更や調整等に時間を要したことで複数の事業が完了し

ておらず、想定していた戸数の住宅が供給されていない。 

計画終了後の状況

（事業効果） 

整備済み事業により市街地環境の改善と防災力の向上が図ら

れるとともに周辺地区の開発検討が進んだ。 

事業の今後につい

て 

計画の見直し等に対応した上で今後も事業を継続していく。 

 

 

４．今後の対策 

各事業の効果が計画当初の見込みほど得られなかった点が目標未達成の最大の要因であ

るが、少子高齢化の進行による自然減少の拡大や、震災により中心市街地から避難した市民

が本計画期間中に住民票を移動していることが要因と思われる転出及び転居が極端に多い点
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からも大きな影響を受けている。 

 本目標指標は第３期計画では参考指標として位置付けられており、引き続き効果の検証を行

っていく。また、主要な目標指標としては新たに「社会増減数」を設定し、自然現象の影響を受

けず、各種ソフト事業の展開による転出及び転居の抑制や、完了が遅れている優良建築物等

整備事業の効果を図っていくこととしている。 

 

（参考）                                                    （人） 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

転出 ６９ ６７ ８１ ７４ ７５ 

転居 １７５ １６５ １２０ １０７ ８４ 

合計 ２４４ ２３２ ２０１ １８１ １５９ 
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「２施設の利用者数」※目標設定の考え方認定基本計画 P.67～P.69参照 
 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：施設の利用者数の集計 

※調 査 月：毎年度 12月末 

※調査主体：石巻市 

※調査対象：石ノ森萬画館入場者数、いしのまき元気いちば利用者数 

 

 

２．目標の達成状況【Ａ】 

 ２施設の利用者数の増加に向けた事業については、概ね予定どおりに事業が進捗した。 

 「かわまち交流拠点（生鮮マーケット等）整備事業」によって完成した「いしのまき元気いちば」

の利用者数が、周辺に駐車場や公共施設が整備されたことによる相乗効果や、イベントを毎週

のように開催したことによって予想を大きく超える結果となり、目標を達成することができたた

め、達成状況は A とした。 

 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．石ノ森萬画館実施事業（市） 

事業実施期間 平成 13年度～【実施中】 

事業概要 石ノ森萬画館にて、「マンガの街いしのまき」を体感してもらうきっ

かけづくりとして各種事業を開催する。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置活用なし 

[認定基本計画：中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（平成 31

年度）] 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

39,435人 

[最新値] 

27,868人 目標未達成 

達成した（出来なか

った）理由 

常設展示の定期的な入れ替えや企画展示及び各種イベントの

開催などにより、３年連続で入場者数が増加しており、平成 31年

の５月には震災後最大の月間入場者数を記録したが、目標の達

年 （人） 

H23 19,004人 

H24 31,321人 

H25 241,208人 

（基準年値） 

H26 175,435人 

H27 176,462人 

H28 169,465人 

H29 391,831人 

H30 1,238,680

（636,406人） 

R1 1,434,560人 

（716,203人） 

R1 1,241,200人 

（目標値） 
 

196,461 

173,997 

184,694 

19,004 

31,321 

241,208 
175,435 

176,462 
169,465 

391,831 

636,406 

1,238,680 

716,203 

1,434,560 

1,241,200 

0
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600,000
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1,000,000
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1,400,000

1,500,000

H16 H19 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 ※ H30 ※ R1 R1
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成までは至らなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果） 

中心市街地の観光の核となる施設として平成 13年度より運営

され、例年２０万人前後の観光客を呼び込んでいる。施設の運営

で得た収益はまちづくり会社を通して中心市街地の活性化に還

元される。 

事業の今後につい

て 

今後もマンガや地域文化の発信・交流拠点として様々な企画

を展開することで来街者の増加に貢献し、中心市街地の賑わい

を創出していく 

 

②．かわまち交流拠点（生鮮マーケット等）整備事業（市） 

事業実施期間 平成 25年度～令和 2年度【実施中】 

事業概要 街なかの賑わい創出を図るため、川と一体的なまちづくりとして、

生鮮マーケット・公共施設・交通広場等で構成される観光交流拠

点を土地区画整理事業等により整備する 

国の支援措置名及

び支援期間 

[支援措置] 

① 復興交付金（被災市街地復興土地区画整理事業・基幹事

業、効果 促進事業）（国土交通省） 

② 復興交付金（暮らし・にぎわい再生事業（中央地区）・基幹事

業、効果促進事業）（国土交通省） 

[支援期間] 

① 平成 26年度～令和 2年度 

② 平成 26年度～平成 29年度 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

1,000,000人 

[最新値] 

1,204,927人 目標達成 

達成した（出来なか

った）理由 

周辺施設の整備が進んだことによる相乗効果や、イベントを毎

週のように開催したことにより、多数の利用者を獲得することに

成功した。 

計画終了後の状況

（事業効果） 

周辺の歩行者・自転車通行量は急激に増加し、近年の中心市

街地には無かった大きな賑わいの創出に成功している。 

事業の今後につい

て 

いしのまき元気いちば北側に令和２年度中に整備される広場

や、河川堤防上の空間を含めた川沿いエリア全体のエリアマネ

ジメントにより、更なる賑わいが期待される。 
 

 

４．今後の対策  

 「いしのまき元気いちば」の利用者数が目標値を大きく上回ったほか、「石ノ森萬画館実施事

業」についても、個別の目標値の達成には至らなかったが順調に利用者数が伸びている。 

本目標指標は第３期計画にも位置付けられており、今後も各施設で継続してイベントを開催

するとともに、街なか各所で行われるイベントの情報共有及び連携の促進や、新たに整備され

る周辺施設を含めたエリア全体での集客効果により、更なる利用者数の増加を図る。 
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「歩行者・自転車通行量」※目標設定の考え方認定基本計画 P.67～P.69参照 
 

１．調査結果の推移 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：石巻市中心市街地通行量調査 

※調 査 月：平成 15年 10～11月、平成 20年５月、平成 25年 11月、平成 27年３月、 

平成 27年 11月、平成 28年５月、平成 29年 11月、平成 30年 10月、 

令和元年 10月 

※調査主体：石巻市 

※調査対象：平日、休日における歩行者と自転車通行量の合算値 

 

 

２．目標の達成状況【Ｂ２】 

 歩行者・自転車通行量の増加に向けた事業については、概ね予定どおりに事業が進捗し

た。しかし、事業効果により各所に生まれた賑わいを、街なか全体へ波及させることがで

きず、基準値は超えたが目標の 80％には及ばなかったため、達成状況はＢ２とした。 

 なお、平成 30 年度の実績は目標値を上回っていたため、目標達成見込みとしていた。

平成 30 年度調査の休日の調査日は、ウォーキングアプリ「ポケモンＧＯ」のイベント開

催日が重なっており、平時の数値とは若干の上乗せがあったものと予想していたが、その

差異が予想を大きく上回るものであったことから、見込み通りの結果に至らなかった。 

 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．【再掲】石ノ森萬画館実施事業（市） 

事業実施期間 平成 13年度～【実施中】 

事業概要 石ノ森萬画館にて、「マンガの街いしのまき」を体感してもらうきっ

かけづくりとして各種事業を開催する。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置活用なし 

[認定基本計画：中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（平成 31

年度）] 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

１，４８６人 

[最新値] 

実数は測定不能であるが、入場者数の実績から 1,300～1,400人

程度の通行量増加に寄与したと推測される。 

年 （人） 

H15 43,445人 

H20 18,129人 

H25 15,002人 

（基準年

値） 

H26 14,122人 

H27 13,813人 

H28 15,412人 

H29 13,612人 

H30 17,790人 

R1 15,779人 

R1 16,950人 

（目標値）  
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（目標未達成見込み） 

 

※参考 

Ｒ１入場者数見込み：241,200人 

Ｒ１入場者数最新値：229,633人 

達成した（出来なか

った）理由 

常設展示の定期的な入れ替えや企画展示及び各種イベントの

開催などにより、３年連続で入場者数が増加しており、平成 31年

の５月には震災後最大の月間入場者数を記録したが、目標の達

成までは至らず、歩行者・自転車通行量調査の結果へ与えた影

響も、目標値までは至らなかったものと思われる。 

計画終了後の状況

（事業効果） 

中心市街地の観光の核となる施設として平成 13年度より運営

され、例年２０万人前後の観光客を呼び込んでいる。施設の運営

で得た収益はまちづくり会社を通して中心市街地の活性化に還

元される。 

事業の今後につい

て 

今後もマンガや地域文化の発信・交流拠点として様々な企画

を展開することで来街者の増加に貢献し、中心市街地の賑わい

を創出していく 

 

②．【再掲】かわまち交流拠点（生鮮マーケット等）整備事業（市） 

事業実施期間 平成 25年度～令和 2年度【実施中】 

事業概要 街なかの賑わい創出を図るため、川と一体的なまちづくりとして、

生鮮マーケット・公共施設・交通広場等で構成される観光交流拠

点を土地区画整理事業等により整備する 

国の支援措置名及

び支援期間 

[支援措置] 

① 復興交付金（被災市街地復興土地区画整理事業・基幹事

業、効果促進事業）（国土交通省） 

② 復興交付金（暮らし・にぎわい再生事業（中央地区）・基幹事

業、効果促進事業）（国土交通省） 

[支援期間] 

① 平成 26年度～令和 2年度 

② 平成 26年度～平成 29年度 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

２，６８４人 

[最新値] 

実数は測定不能であるが、入場者数の実績から 3,100～3,200人

程度の通行量増加に寄与したと推測される。 

（目標達成見込み） 

 

※参考 

R1入場者数見込み：1,000,000人 

R1入場者数最新値：1,204,927人 

達成した（出来なか

った）理由 

周辺施設の整備が進んだことによる相乗効果や、イベントを毎

週のように開催したことにより、多数の利用者を獲得することに

成功し、歩行者・自転車通行量調査の結果へ与えた影響も、非

常に大きかったと思われる。 

計画終了後の状況 周辺の歩行者・自転車通行量は急激に増加し、近年の中心市
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（事業効果） 街地には無かった大きな賑わいの創出に成功している。 

事業の今後につい

て 

いしのまき元気いちば北側に令和２年度中に整備される広場

や、河川堤防上の空間を含めた川沿いエリア全体のエリアマネ

ジメントにより、更なる賑わいが期待される。 

 

③．石巻市立病院整備事業（市） 

事業実施期間 平成 23年度～平成 28年度 

事業概要 震災により、壊滅的な被害を受けた石巻市立病院について、平

成 28 年９月開院を目指して再建整備及び医療機器等購入を実

施する。 

国の支援措置名及

び支援期間 

[支援措置] 

地域医療復興事業補助金（厚生労働省） 

[実施期間] 

平成 23年度～平成 28年度 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

５２２人 

[最新値] 

実数は測定不能であるが、外来及び入院患者数の実績から 350

人程度の通行量増加に寄与したと推測される。 

（目標未達成見込み） 

 

※参考 

一日平均外来患者数見込み（H30）：３００人 

一日平均外来患者数最新値（R1）：１７２．９人 

一日平均入院患者数見込み（H30）：１４５人 

一日平均入院患者数最新値（R1）：１３４．２人 

達成した（出来なか

った）理由 

平成 30 年４月には常勤医師が２１名在職していたが、令和２

年３月末時点では１６名と医師の離職が続いたことにより、外来

及び入院患者数について、達成することができなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果） 

東日本大震災により壊滅的な被害を受けたことから、交通結

節点である石巻駅周辺に地域密着型病院として再建したことに

より、公共交通機関を利用し来院する人が多く、人の流れに変化

が生じている。 

事業の今後につい

て 

公立病院としての役割を果たすとともに、地域から選ばれる病

院として診療行為のみならず、院内において健康講座を実施す

るなど、より多くの健康な方々にも病院に足を運んでいただくこと

で、中心市街地の賑わいの創出が期待される。 

 

④．石巻市子どもセンター事業（石巻市） 

事業実施期間 平成 25年度～【実施中】 

事業概要 子どもセンターは、立町大通り商店街の中に位置しており、小中

高生が中心となって中心市街地活性化に係る商店街との連携企

画を実施するもの。 

国の支援措置名及

び支援期間 

[支援措置] 

子ども・子育て支援交付金（内閣府） 

[支援期間] 
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平成 28年度～ 

目標値・最新値及び

達成状況 

[目標値] 

１１２人 

[最新値] 

実数は測定不能であるが、来館者数の実績から 120人程度の通

行量増加に寄与したと推測される。 

（目標達成見込み） 

 

※参考 

一日平均来館者数見込み：８０人 

一日平均来館者数最新値：８５人 

達成した（出来なか

った）理由 

指定管理による民間事業者の柔軟な運営と、施設を利用する子

どもたちの主体的な意見を取り入れながら、地域に根ざした活発

な活動を行ったため来館者数が増えた。 

 

計画終了後の状況

（事業効果） 

新型コロナウイルス感染症対策によって現在休止しているが、開

館中は小中高生や親子連れに利用され、行事等を開催すること

ができた。 

 

事業の今後につい

て 

今後も子どもの権利・子ども参加の理念に基づき、小中高生を中

心に中心市街地活性化のための企画等を商店街と連携して実

施し、利用者の増加につなげていく。 

 

 

 

４．今後の対策  

目標値の達成には至らなかったが、各施設の集客効果は概ね目標達成に必要十分な実績

となっているため、新たに生まれた賑わいの街なか全体への波及が今後の課題となっている。 

本目標指標は第３期計画にも位置付けられており、引き続き効果の検証を行う。また、第３期

計画では参考指標として「中心市街地回遊率」を設定し、中心市街地の回遊性の向上を図るこ

ととしている。「石巻マンガロード整備活用事業」や、「街なか集客販促イベント共同化事業」など

により、主要な施設だけでなく街なか全体の魅力を高め、賑わいを波及させることで、目標の達

成を図る。 

 
 

 


